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贔＼じ杓l-

5 D lTべしいう言葉は、I卜やテしじりなどてよく
見たり聞いた リし 立す。ても しずかしく思え、
上手に言兄8月するコ（ がでさょ‘せ人でした。そのた 1
ぁ、 新が/_.J口ナヮ4)し人がふたたび流竹しこし＼

二少l̀りは［竺□量□3卜1今回の年末!rtI/も、茨浦県に柱むおばあちゃんの
＇ぶに焙ることは 、よく考えてあきら，、めました。，1、
田原市にある 危の実家に車で少したけ婦5ことに1
しましし 2鉢ほど前 、勧がたコロナウイルスの
、流行が始さってから、且炉ニー 詞乎ち泣ん
ュ 交流が手紙y電話が心になりましこ。直せ
二こえない ごとは＿さみしい ―•こ 。 1 

その代 わリ、シ7 ご2年、夏林みに自由研究をか，I
人ばって、目由研究を里リがリさ せるごとにしてい
ました。
3年生のり林力し訂指す賀市にある自然かたがな
消＇入柑申島の生く 3り勿位」、4年生の夏4木みには弟と
いっりしわたし達J)地いきを流れる 「かしお）り
を知り災喀にそんえでい <...I をテーマとしました。
おじいちゃんこおばあちゃ人が‘とこもほめてく
ました。

j 
「SDG s (J)二と、あばあちャ んもよ〈分がらな
くて 、・‘0Jと言 J ていたおばあちゃん逹にも、こ
のしポートを名がんではし いです。そのためには、I 
いこ止二LL饂べ、玄族L」上としと上ユ乙していきた
いと思います。
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~ー＼三平上乞て‘□? 
i_~ l, Jてに亡ー な5平 r'虚` は年朋530万人

且界ては年間うよそ 53cり人もの5Tさい未、海の
子どもたもが命を落とし
嗅は生い 1ケ

こし＼廿す。 そのうらの約

つ直下合万す庄←色号ピ彗旦°南~t;尺：t
覧＼ i↑如汀誓：鰐`〗i戸ス乞 -1 分に女
ベ考ユニセフ「世界：臼二立臼澁エlq」

l廿月中てはたくさんす人がこし立に苦しんで
い5 | 

〉がに苦しむ人た ちはせ界中に b、q筏人も
いう

で界の人口は約叫＇食、人で‘すが` 、そのう ち月じ
宍ている人 l旱二三、 b這了も
い す t_ し^‘ ¥＼:．満の子どもの上ムム」人は、栄
尺鱈応店、胃t賛晨冒贔『9『。¥)言
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鳥み’ノ 「TheState』 Food Securi +y and 
z’ltritioh inthe Wo卜Id2020」(fA0)
li,Epr-)＼ンガ‘ーマップ 20』0」

） も〖り:信[〗門直iこ号
しむ人達もた〈さんいます。
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生さんと消ひの無だが地球ヒは5ぽす？
日本も急土旦スさ凪？

) 

匂紆を捨C←るなどの無だセ旦［出二旦五4とい
ぃ庄す。日本は食品ロス人国とい われてし＼迂す。 I
日本て 1ヽ 年`間にはいキ ・＼れる貞品は600.Lて、国
I. 

計見て• -

索庭

弗業名

＼ 芝わ旦土ぃ立の主旦丘正乙いる
）ヽ

約 27bt 

十
約324t 

（喧べ‘舛し、 T力＼じ‘ょうじJ，去、
直せつはいきなど）

（さが〈外品、奴品、売れ残
リ、食ベ夕且1ょと）

参照力とに立土う羞ニュ含呈0ーメポータ刀』炉仁卜」

- 、す）ー／＿米‘ 今しつは、たったの31%
＼ 口い一ペース、 20/~年度）

旦本の食料自給リつは37ヅぶ。っきり、 b3¢ぷ毎，
併力＼らわ入 しこ います。そ れなのに、たく さんの
戌べ糖匂含こでいるのこ` ：す 。

出祇悲林水さん省

日本は海外か 5た〈さ人の食料
斥ゆ入して い立す。 きがに苦しむ
人達を助ける／ーめにも、食品ロス
だへらしたいです。
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一つ、へ地球で生きるーメ杓のIか続可のうせい
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しl)人としこさい利用すう
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¥ l. I 
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友如即係を有 C5 J 匡］~ l'朋迎のかい決こ人けん
そ人屯のそ、進に協力 1'd...J'―各国の行勅を調知さ
せるためし中心的役わリを果たす-'としつ4っJ)
目的のLめに、 1945年にせつ立こ炉 した。今＄li
ふアメリカ＿炉ェごヲニエありま―f。
上 J_1’’ック`．

ごれ手で大晟消ひされてきたしシ‘｀よく 3lょ、
)()JO年ワ月 1日が5全国でーリつに有料札2れる
＇、とにん‘りよした。 1吏いすてのレジぷくろ (])1Tわ
リとしこ、〈リ返し』吏スるょうな買い 1h用りよく 1
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リステ）ブj↓

5図 sの「S」 は、 Sus + a. i nab I eの頭文字で゚ 戸｝力＼
「sustoin（持紘する )..Jと「able (～でき ~-•) . I とい
う英請吾がらなる 言逹こ"、 r4寺続可のうん」「ずっと続
けていけふとい）を0釈？す。
う、 世界はSあ5を辻成するごとで‘「サステナノ
）しな間発」、 つまり,.}寺続可のうな開発」を目担し
こし＼J,。「持紬可のつな聞気は、「かんざょう武
ら「社会的包せつJ「けいさい朋鬼の3岩その謁
恥＼さもとめられています。力又単にいえは かん

髯：匠汀旦［誓〗lfこ←
いえば、 3号そのいず ft詞‘なければ、持続司の
立ーとはいえ立且ム上

カ＼んきょ
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土土プラ スチ、1? ―~...'
じニー）しし＼：〈うやよっぎなど、生活のあ5わる，
鳩°°t'使われるブ゚ ヲスチ＂クのタタくは使いすで Cl
t。号にご］として流れ肴いた海洋プ゜ヲスチ 1 ク
ご3＋は、すごに I.5億トンあるとされ、海をおせl
んするだけでなく、海の生たいけいにもえいきぷ
ぅをもI；えるため、大ぎな旦塵になューこい全` 1:;’ 

バーい ）lウォーター←ー（忍包よLI →一
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＊ -―入けんこ` ｀` ＼、そ）なごいかツ始めよ__j

こ‘ー slは17J)目ひょうがありまりが贔初
りう）へての目いうに取り紐む必要はありませ
人。 SD G sの中には国予き業てないと取り組め
なし：（｝うな人きな自ひょつもありますか3、まず

応玉合日← —-：二.J, が5取リ組め
それ c‘｀もご人こて＿-—- ュ翌J• 上二人五リ』ユ
たとえば、節水を心がけれl、目ひょう⑥「デ全
な氷とトイレを世界中に」、買t＼物のときにエコ）＼＂
ッグ？使えば、海に流れこむフ゜ラズチプクの＼くI
げ人につながり 、目誓ょう⑭「、海のゆたがさ召守
ぅ）」にごうけんて‘ーます。 I 

よた、 SDCs‘:.~だ知5 な い 友逹に S 口gs 
のこ， y.を教スてあげれば、いずれのきひょ？しも
当ては合らないかもしれませんが、 SDGsのふ
及にこうけんし ていると考えることもごぎ立す。 ，
二は自一分でこ＇ぎ 5ことーを ' .... 
立と‘大卓ご‘す。
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＊ （＇さ立 ＿之=-‘ て'’ぎ乞うか -‘rか5やってみ
ぷ2

主世 ．f うてあるSDGsは、世 1 中l

｀ 
(] べて( . 9‘ 豆差しとを持つごと

r、
て＇ ］＼`、「ひ ．ーんこ人 j‘くそっJ ：毎の位だかさを中1
5うJ とし＼ったそっ＼なl7の目 U‘ょつは、国、地
方自治林、 き岱）J＼＇考 xるご←とこ`＇自分にこ＂ぎるごと
は少りいと寿えがちてす。
し・＼し、 あなたばすてに→二旦ムーしてい 5可の

i 
うせいがあリこす。たとえl、家てだれも見てし＼
なl＼ナしビの，；気を消した L)、マイ）＼ゞ I 7を持参l
しC悶l＼竹にわぎ、レシ‘` ぶく 5 キらわなけれは‘l
それは省し げ人につなが‘っていい。 ，じつは、
①回リ c`てきることは次いのです。 均--- —---J 
ーカご、旦工 iは三うきょー，うこ‘‘方。
自分が住む索と 同じように考え叫れはいけませ
ん。そう思えば、「ナ ．J: こ

＼^位尺.Jtし賃：彗喜呂衿を
髯`一尻門忙

L.J）＼"ッグをけ）と、
省し［）＇’人になりま）． o
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＊ ＼ ℃ギ、 Cさう三

うよて` 、神をあら うときに氷を出しつばなしにし
たり、お風ろて＂ Aかをあ5うときにシャワーを出し
｝ばかしにし Cいたのな5、 -

ぁ5うときだけ氷を出すようにすれば、水乞”約
cきます。がみをがわかすときにドライ下長
わなければ、 1賛セ節納ご:ます。家て食べきれ
ないものが出た 5、れいとっしてが人単にすてな
し＼ →とも大 tJ]です。＾べ物の丘だだけてなく、お
全る無だ§へらせ含奇丁主戸ンの温度を冬は他
め、夏は品めにせっ定すれは、豆互上皿旦t‘‘9]
)。 _Lァコンを使っているときに、まとや卜）を
Lめわすれるごとが齋のな＞、冷たい空与、温
かい空気が！、こげなりよフに、国らんとしあるよう
に注登しま〗ょつ。エネ） l ギ ー こうりつを雨める
ことがてき す。

家にいてそか／＿吃 lこ二上上立並立こ殷土）行動
がでさるごとに勾づくはずて＇、す。 且ユ←土二ュ
サ号号砧汀戸3と、もっとて` 、さること
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旦九仁、 ねたーし辻岱こ望；三とは？

.... ］）盛｛＼ギタ有セ 3tんなに
,}：クり l-tできる 5DGr s 
皮l叫 I：口｝｝乞
／ンドヤ）llj、 1」、学校
／なり iヽ］が'‘‘

と卒・紐戸ぅごとがな

なと` C‘、4糾§ ` ¥ l苔グーズがば：とへ
しJ0分もじ 9にそう庫 □おし入1

、•C‘‘ 
＼終えたランドヒ）しを初し力＼↓不足‘

t。その1
□fと［こら い二ニにプレビント？るといっプロジ

ンティ）］1＼‘:〗[[9仇信：土戸依幻 9応五；
クト 1i、+t同‘会社クフしが200/f.年にスタートさ
U在した。了フガニスタンの人匁の生活の（日上こ
自立し向けた空J＋乞助けるため、ランドセ）』lこ）
トやえメ予とつめ二彗二□ーでい す1.., 1 
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も’fな氷rlイ↓乞注，界中に
ボクらにもでき るS
節水灰いし--iJ'

D旦s
7Kは生活をさ さえる大切なものこ` す`。日オては
JK走氷がいつ＋ても使又るので、つい無だづかい乞
してしまう人もいるのてはないてしょうが？酋ふ
がき乏したリ、シャ ワーを浴びたし）かう叶、 7J人を
出しつばなしにし Cい含せ人か？歯Jlがきの吟の
出し y l砂しを30秒短〈す 5と、2Lのペゾトホ
ト）し 約3え分、シャ ワーを 1分短くす 5と釣し店
分の氷力＼‘仔．、 ‘‘キ ー`。釘きあ5いやせんた<
卓あっい定の水｀りなど 塩環い方を三土ご‘
き る追血此二←さいもリ告〗二。

I 

-11゚ん玉屋におりう 水道1Kの使月りつ

→•その心ア〖
パ琺<~b 

ぃ21% 

-16 — 

お風ろに入る 8寺、 トイ
し在使っ 8与、食車のし
唐やがた村 vナ、洗た＜
など、水の使用 L)っヵ＼＂
高い行印h(f)時は、特に
気を付けていきたいと
思います。
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芥さん考にしたし料

I.こどもSDGs なぜS I 
DGsが必要なのが分

がる本（カンゼン）

・世界が〈'•つ
<‘、本（

と＂辺〈辱 SDGsとボクらをつな
ハンプ」ば` 人）（労研）

・几楼と両極の「へぇ～ J 〈らべてわがる地球の
ごと（中山由美）（学研 J゚ラズ）

• 小学館 ごども大百科 ¥、y ス'1ペデ4 マノ

| •なん こ‘、もい っばい大図がん
ーアーい［出」古ぼう新社）

ピクチャーペデ A l 

-1? -



＊ 芦］ノ逹ヵてぎこーとを考える
．且△且立大切にする。

・立筵’を無だに使わない。

• 五止互心がけ5 。

・リサ上土上Lに取リ紆且む。

・ユこをへfらす。

~jJかし ．こく行う。

ー

・ 旱9‘‘話（
。
-？ へ'i'

iごごま Cli、主［
旦が人C'＇SDG s 
について恥cさ
戸。 力は、 わ
ヂかに℃ユ立る
一｀こ」＼き
万―いて L。

→っI―-_)し＼てい 5し1さと調べてさたのごす
凰 Lユ卓1]¥．．工さ；心と出止江一考えてみ
3 -＇と l―し iす。
和こしーの索族は、食ぺ物と残すことをしません。

項をよ〈食ド、る ([)t'‘ 、苔手なものこ｀•もた＇‘れがが
合べょ す。文ぃ今、 IJ`う尺、〈あたたか〈してすご
すェ夭もしています。
収放て1点力して恥リ紐めう-→と、考える Y t-
＇亡戸ニが出て (5と思います。こごと’'li
iず、 3つ・つあけ Cふます。 I 

-}8-



貪 LJ 
上、 t；；を大切上ーす 5

・工べ 9岳鼻 上土しない..苦手な食材や料理は匁族に
伝スて玉、き、花のだれかが｀食べるよつにする。

砂合閂ーく良
・買い物に紆〈時はメモに書キ出し、
も買ーな心、冷ぞう靡の中は整理し、
竺立o

•定期的に買っ 〒てある食材をかくにんし、
昧期lがん内に食べきる。

しょ

一

、つ

* (?) 電乞ケ丘 t̀`lメ —／↑‘, ここ使わェない

I。収族が同じ舒雇て｀すづす、こLi
,t,が［）る。：たつも梗い 、エア・コ
他めにする。

乏
を乃
ァ
直ダ定
ょシ
設合ーン

• こそーをしつか『）ひき、
うに告 ’付ける。

まどがら冷えないよ

場所の電気のス＿｛ッ 4lJご
_ l 

. ~吏っていない計屋、
まめに消す。

ヵ＼んぎょう省h¥’ すいしょうする、
エアJY(f)だんばうの設生；品月は
20℃と のごとで‘す。フコーリング
のゆかにしき 4りをし〈 、服そうを
.L夫するなどの方、‘‘紅‘‘実げ人 する
ごとが疇てきます。

ー Jq-



(3) 紐1いと心が＇ける

・手ヤ洗う d寺は、あわ）＼ンド、／ープ ケ坤い 1 9 

がり喜こヤ
しっ

と、流す

キを）＼‘ノ
-つ ー ，；°.:.jをあらいや すいように、
ドグリー／＾てケ 1すろ。

・ハミがキの後、口t1・1• すぐ時にはコッフ゜に土互
〈一人ておいて使う。

・トイ上史足用後は、翌要 ＿昌一ー比ご流す C

＊ ④）サ ク ...._―敗止絃＿む
•いf んごみは、）t -）しに合わせ てきちんと炉/I 
して出す。

．」、さ〈なってしきったけれどじ｀ょうたいが消し＼
服は、追所の下級生にわた仕う．ように声をかけて
3t 5。

・わ、出がけの時は 、労校のように止上一ぅを持って
いく。

l 
わたしが』主しかま〈 5-L は、 し
げん二五工碍戸戸三大変て` ‘
す力＼‘‘、みんな‘、)し一）lを守って l¥ 
ろので、ご3•t が少ないように思し＼
ます。

-20-
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* 15) ゴミ？ー這ユ
•一‘‘‘., ',

肖材を見て
1する。

l'プはんはあリが‘‘た〈し＼ただ
止よつにする。

読まな〈なっ

•お べ人当などはなるべ〈晋わず、
さて索C'料理

・買、ノたものは大 ti)にする。
図考企官に立＿そ`こうーする。

＊
 

り 心 liかし二凶ー竹う

・趙〈な 5ば、旦豆直でい初する。

中に乗る特は、 印の運転を上夫する。ェコド‘
二を実せんする。

・即） Lア．”l‘I (ーわ設定温危セ必要以上に上げない1
ふうに、翠場、ミひざかけを車の中しし‘'b んびし て
徒う。

わたしと弟は自転車て•,、(/)行勅は
入いが広がりました。交通）し一）し
に気を付けこ炉全に乗っていきた
いです。父と砧、わたしと弟の家
族4人でい勅iる時だけ、 車を使
つようにしています。

ー2I -



かんき上＿う省のオ、てムページ‘こ皇.2J上2＿した。

ェコドライフとLt.l!ll fl●●や(01欝出●蔓濾らし．
璽たエコドライプは，交遍●筐の●J菖1：：つなりtn.,．
l'!U項●●が9ない遍Iiは．ぉ●學にやさしいだItで0<．閏..が霞心てeる因愈〇這1iでも鳥リ重す．
心にゆとリ璽もって皇曇こと．疇●にゆとリ量もって量ること．これも●r.:＊OCエコドうイツ，，心がけでT.
ェコドうイフu． ■にでも會.,.0：：：鑢めることがでe~アクシ置ンで.,..
小さC皇II亀冒慣1こTることで、轟Cたのillitllrり）A“"”"，1）軍TaUじめてみ拿しょう．ェコドライフ．

．
 

ェコド9イブについT.e6に知りたい万はこ
I 疇h"/9-2切oJp/ロactke/arli1e/

-J2-
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．
 

e
 

互合っ

・エ三tと知り止旦 1 てい〈ことは、立丘‘`
ぷ己二、紐いち出二砂、協力」二上＜→ごとも
大切。

、苦手な襄材のこ 〈』、〈はむずがし〈ても、坦直
こことて` 食べ‘げを大LJ]にすることが‘て‘'ぎる。そ
れそれ0)二 号→で、しくいではないごとを
走し）；えること て'..__.る。

• 111:;_し藷子と丘も、知り 、労び、考えるコとこ
ょュて、よりf]ぃ生砂送るこ と力江‘'き5。

＊ ぎとめ
• S D G C:'は、さ士ざ な問呼に直面してい る也
土のタタ〈の課題ーセがい、決 ーぬの且もょう。

の生治が当たり iた C'`はない。 旦墨には、 1
吋『電気、えい生的な！ Aしなどが使え
ヵ＼たくさ人いる．0 , T 

•印彗干詞だけど、戸←う笠 こ空ふ
-ている人がこくゞんいて、ニーユこに土←た‘
＂もも 9クい。

。だからこそ、 わたい虹℃久ろ：Lを主ユ立
力し乙l)とj.:.~Q
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